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(228 ) 印度 便 孝昌 研 究 第 54 巻 第 1 号 平成 17 年 12 月 


ai. 4 の 7z/2-。 6 の 2-。 jaV. d の 4-。 の 2- 
衝 0 _ 及び ai. dd72, aav. aD. 9Zg 


後 藤 敏文 


1. 古 イ ンド アー リヤ 語 [ai.] 425zzo- | 不思議 な , 驚異 の | は リグ ヴェ ー ダ [RV] 
以来 普通 の 語 で , 仏典 で は | 奇 , 希有 , 奇特 , 殊 勝 , 未 息 有 ] な ど と 漢 訳 され る . 
アヴェ スタ 語 [av.] yg/8/5.… 2 ge668 2 の g7 が e7 「 誰 も それ を 欺く [こと が ] な い 
精神 力 ] (Y 43.6) が RV 42pZz7a- な ox- | 驚異 の ( 敬 き 得 な い ) 精神 力 を 持つ ] の 言 
い 換 えと 見 られ る こと か ら , 425z/g- が ai. 42 av. g2 の |「 僚 く , [策略 に よっ て ] 
損害 を 与え る ] に 由来 する こと は 明白 で ある . " 「 驚 異 の ] 等 の 意味 は 「 欺 か れ な 
い , 動か し 難い , 紛れ も な い ] を 経た か と 思わ れる が 確認 は で き な い . 

RV に は 24 回 単独 で 現れ , Asgni を は じ め 神 々 に 用 いら れる . zzzpg- | 精液 ] が 
[不思議 な , 邊 異 の ] と 形容 され ?, X 105.7 に は 4254z72 4 7 が g7 | 神秘 の 暗闇 
の よう に |] が 見 られ る . 形容 詞 は 中 性 形 で , も の , こと と, 状態 を 表す が , 425/z- 
2- に も , 1 170.1 445 27 veg2 y29 22 の 72 誰が その 和 公 異 を 知っ て いる か ], 1I 77.3 
7 が の 7 777 247572yyg 7 が 77 「Mirra の よう に , [Agni は ] 驚異 [を 操 る ] 御 者 と 
な る (cf. HoFrMANN Injunktiv 214f)] が 見 られ , 1 125.11 に は 復 数 形 4o vv ア 


@95z72「 cz の 9 の 77 pgSyo が 7 | 太 太 7 cg の 7 「 こ こと に , 為 さ れ た , そし て 為 さ 


れる べき も の た ち で ある あら ゆる 驚異 た ち に 気づき な が ら , [Varuna は ] 監視 し 
て いる |] が ある .? 「 「 

@-9 の 7z7g- は Determinativkompositum- (Karmadharaya) と 判断 され る が , gp/z72- 
( ア クセ ント 位置 か ら は Bahuvrihi) も 現れ る : 1120,4 立 尽 c2y/ pj 巡 の dev27 1 vg た 
太 7gsy,4 の 42syg 9zsy7 の | 素朴 に , 私 は [ 他 の ] 神々 を 問い た だ さ な い , v45g7 の 発 
声 を な され た 驚異 の [Soma] に つい て , 超 能 力 あ る 【[ 両 Asvin] よ ]. 二 次 的 語形 
の 背景 に は , 詩人 の 解釈 が 絡む 可能 性 が ある . 即ち , | 欺 上 に よっ て 損なわ れ な 
い ] に 由来 する 495xg- を 「 残 き を 持た な い , 芝 か な い ] と いう 能動 的 意味 に 
用 いれ ば Bahuvrihi と な る . この 場合 z4「 欺 く ] が 依然 意識 され て いた と と に 
な る . 

複合 語 47 の Zzzg7zgs- は 原義 の 残存 を 確実 に 示す . | 驚異 の 罪 過 を 持つ ] は 意味 を 
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a1. 9 の の 72-。 992 の の 72-。 jav. 2 の 92-, 92p/g-。 及び ai. 2g77 aav. ap: gz の 2 ( 後 藤 ) (229 ) 


成 さ ず , 「 を その 人 ・ も の に と っ て は , 罪 過 が 42pAxig- で ある ],「[ そ の 者 の 前 で は ] 
罪 過 を ご まかせ な い ] と 解 さ れる . 2 例 と も 補遺 スー クタ 中 に ある が , 依然 原義 
が 意識 され て いた こと を 証する : VII 67.7 295 が 25 IAditya た ち は [ そ 
の 前 で ] 罪 過 を 其 き 減ら すこ と の で き な い (ご まかせ な ぃ ) 者 た ち だ ].? 

と 同じ く , 否定 辞 4 と VAdj. か ら 成 る 語 に ? gzpg52- が あり (*gz222- は な ' 

ぃ ゅ ), 原義 に 近い 「 若 か れ な い , 其 購 に よっ て 損なわ れ な い ] を 意味 する .?" RV に 

49 回 見 られ ,. マン トラ の 言語 層 に 属す る 語 革 で ある . 「 欺 き が た い ] 監視 者 な ど 
に つい て 言わ れ , 文中 に 用 いら れる 動詞 に も 「 守 る , 監視 する ] が 多い . 例え ば , 
124.10 424227277 Vs7 の V7G7277 | yz の ん 2 Cg7 の 7 の 7 7 人 7277 67 | Varuna の 搾 た ち 
は 欺 か れ な い . 月 は 夜 , 見 張り な が らち 行く ]. ' [ 

3. gg の の VAdj. に は , 本 来 *-- が -- か ら BARTHOLOMAE の 法則 を 経た *2 め 2o- 
が 期待 され る が , 3 破 像 音 連 続 は 保持 され な い の で , 脱落 に よる 不明 瞭 化 を 回 避 
すべ く みな gz7g- は -- を 挟み , 4-gg5272- は Vollstufe の 語根 を 導入 し て いる (cf 
VAdj. -7g297g- : /207「 つ か まえ る ]). し か し , 新 ア ヴェ スタ 語 [jav.] に は 。-52g- が あ 
り , まさ し く イ ンド イラ ン 祖 語 *25242- か ら , 2 が Dissimilation に より 消滅 し た 
形 を 示す . 従っ て , イン ドイ ラン 祖語 に お ける *-95gg- の 存在 は 確か で ある . 
BAILEY apud GERSHEVITCH Fs.Pagliaro II (1969) 181, NARTEN Yasna Hapt. (1986) 202 
は これ を 指摘 し , HINTzE Der Zamyad-Yast 103-106 が 詳し く 論 じ て い る が , 
問題 は 尽く され て いな い . jav. gp22- は 「 素 晴 ら ちら しい]| ほど の 意味 で 用 いら れ (cf 
wozge774/), ai. 29 の 7z7g- | 不思議 な , Pt に 近い ぃ 派生 的 語 放 を 示す . ? jav. zz- 
2- | 芝 か れ た | は ai (4-)2g22272- に 対応 する (-2- は イラ ン 語 に 多い morphophonetisch 
な 明瞭 化 ).? 

4 従っ て また , イン ドイ ラン 祖語 段階 に は , PgP (P: 破裂 音 ) と いう 構造 の 語 
根 に , り の 前 で も 規則 通り の 騰 形 PP が あっ た と と に な る .? 人 られ な け 
れ ば , ai. に は *4-g27g- か *4-2g7g- が 予想 され る . ai.42pZz7a- は 語根 の 子音 間 受 索 
と VAdj. の 形態 - カ - と を う べく -7- が 導入 され た 結果 で ある が , -z- は 現在 邊 時 
*g が 4-72- 7 を Infix-Pras. (*2 が -72-7-) と 再 解釈 す る と こと に より 抽出 され た も の で あ 
る ! ] に ' 

本 来 の 語義 「 琴 か れ な い , 騙さ れ な い ] は jav. 2gp/g-, gi. 49202- に , 派生 的 

語義 は より 古 形 を 残す と 思わ れる 。-5gz- 「 素 晴 ら 寺 を 9 の Az72- | 不思議 な , 上 驚 

異 の ] に 担わ れ た こと こと に な る . 
3 破 像 音 連 続 *-95 の が - は イラ ン 語 派 で は -52- に 異化 省略 され る が , イン ド 語 派 が 
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( 230 ) ai. 22pz7g-。 2g69d625J8V g の gdg-, ggp7g-。 及び ai. gg77Z, aaV. aD. gzdz ( 後 藤 ) 


辿っ た で あろ う 道 筋 は 確定 で き な い . *422z- の 可能 性 も の る た め , 似 た 形 を 持 
つ 副 詞 22242 「 明 ら か に 」]| を 検証 し て お き た い … 
5. ai. ggg7Z と aav. gzg2 古 ペ ル シ ャ 語 [ap.」 と は , 一 般 に 名 詞 *Z- 太 - (厳密 
に は BARTHOLOMAE の 法則 が 働く ) 「 確 証 , 通知 ] の Instr. に 由来 する と 解 さ れ , イ 
ンド イラ ン 祖 語 *zZ' 「 言 う , 語る ] に 帰せ られ る : MAYRHOFER EWAia II 64 (1992) 


_s.v.。 SZEMERENYI Sprache 12 (1966) 202-205 = Scr.Min. 1867-1870, cf. LIEBERT Nomi- 


nalsuffix - な - (1949) 182'. KOMMEL Perf. im Indoiran. (2000) 117 s.v. ZZ (gg が ) sagen に 
至っ て は , と の 語源 説 か ふら 逆 に 語根 の 意味 を 「 知 ら せ る , 意見 を 言う ) で ある と 
主張 し て いる : Lexikon der indogermanischen Verben [LIV] 222 s.v. * 万 eg の !- sagen も 
これ に よる . SzEMERENYI は イラ ン 語 形 を 別 起 源 の 名 詞 と 主張 する が 根拠 が な い . 
昔 か ら の 語源 説 (SzEMERENYI 204 に よる と , GRASSMANN, RENOU, MAYRHOFER KEWA) に 
戻る べき で あろ う . ' 

ai. og が 7 [は っ きり と , 明確 に | は RV に は 6 回 現れ る . 例え ば , X 111.7 2 yg 
9 ん sg が 677 の 2 の ye の VO 7 の 1p777 の 7 ア 7O 7 の 7 2 が 2 7 ve の 7 | も し , 天 の 天 体 (太陽 ) が 
見 えて き て いな いな ら ば ぱ ば, 誰 も , 今 , は っ きり と は 知ら な い , [それ が ] 再び 進 
み 行 く [か どう か ] を ]." Satapatha-Brahmana に は gs, 4z を 伴う 述語 副詞 構文 が 
見 られ る ." 「 

ap. gz9g も pgy なる], ん 7/「 す る | と と も に 述語 副詞 構文 を 作る . gz ん swyg 
[ 君 は [自ら の 中 に ] は っ きり と せよ ] (iptv. 2.Sg. Med.。 poss.-affektiv) は , gz が 
SZzEMERENYI の 言う よう な 名 詞 で は あり 得 な いと と を 示す . ( 

aav. gz の 2 は 他 に 用 例 の な い zz7a と 挿入 文 を 作っ て お り , 必ず し も ゃ 意味 は 明瞭 で 
は な い が , Ap., 中 期 イ ラン 語 諸 方 言 の 証拠 か ら , 副詞 「 は っ きり と , 明確 に ] と 
考え て 問題 は な ぃ . ? “ 

結論 と し て , 問題 の 語 は バイ ンド, イラ ン 両 語 派 を 通じ て , |「 は っ きり と , 明確 
に | を 意味 する 副 (8 る . Eleph.-Pap. :zg 婦 ~ (に ap. *gzg2K27g-)。 Turfan mp. zegg7 
[告知 者 ] は 「 は っ きり と させ る 者 ] を 意味 する . Arm.LW gzg gzze/ kund ma- 
chen'。 gzg efeyw "es wurde kund (cf HoFFMANN Aufs. 342, SZEMERENYI 204) も 同様 . も し 
Chr.Sogd. の, yz7 , Buddh.Sogd. 27 が 実際 単独 で | 報告 ]」 を 意味 する な ら ば , *gz- 
2-g7g- か ら の 再 解釈 に 基づく も の と 判断 され よう , cf. Chr.Sogd. 27 97 ツ revela- 
tion,。 announcement (<*2zgg- ん 27g-72-。 GERSHEVITCH Gramm. Manich. Sogd. 171):38ZE- 
MERENYI は Vessantara-Jataka 5 (2 の アー 7 を “fygg7 zo gz の Z 27g7 が かー if there be 
no news (to you) ” と 説明 する が , 述語 副詞 の 構文 を 想定 すれ ば , | は っ きり し て 
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ai. 9 の Az72-。 99g097g-。 jaV. 2dg-, gp7g-。 及び ai. gd972, aav. ap- の 2 (後藤) (231 ) 


いな いか も し れ な い が | と いう 直訳 に 問題 肌 は な い . 


ー 問題 の 語 : に キー の Imstrr. か ら 導 くく 場合 , 語根 名 詞 *2Z- | 言明 | + 接尾 導 、 


- 女 。 さら に だ, アク セン ト 移 動 に よ る 副詞 へ の 転換 を 仮定 す る 必要 が ある , cf ai 
Instr. pg7zs9 太 | 人 々 の 仕方 で . 人 々 の 間 で は ] 一 次 接尾 辞 -7g- (* の が - 太 ) を 仮定 す 
れ ば Adv. (< *Inst.) 4 な s 罰 4 「 右 側 に | : 94s7-。 7 の 7 の 「 両 様 に | :: gz の 2yg- が 参照 
され る . さら に , * の 2 万 「 な る | * 六 gy 「 す る | と の 構文 は 計 47 「 串 刺し に す 
る 」, 2 25/p が 7 | 昼 で ある ・ に な る ] (HoFFMANN Aufs. 350-355) の よう に 理解 され 

し 存在 が 確認 で き な い 名 詞 の Instr.* | 証言 を と も な っ て 」>*「 周 知 の , 
確認 され た 」 > 「 は っ きり と |] と いう 展開 より , 代名詞 *zZ 「 こ れ 」 十 副 詞 接尾 辞 
*- の か ら 導 く 方 が 自然 で も る :「 こ の と お り ], cf gg962 [ 何 重 に , 何 カ 所 で 」, 
cg の 2 「4 重 に , 4 通り に ]. この 接尾 辞 は イラ ン 中 派 に は 十分 に は 確認 され な い 

が , 語根 名 詞 2 - | 決定 | の Instr. に 遡る で あろ う (cf scARLATA UIzelkompi 
imRV、1999,265f). | 


1) HoFFMANN Fs. Sommer (1955) 80 = Aufs. 52' (「 手 出し の で き な い 精神 力 ]) MAYRHoFER 
Etym. Wb. d. Altindoar. [EWAial I 64, 806, 695 参照 . 


2) 142,10 7 25 7 が 7 の pg 99 の 7 … 5 礁 Py の 2 Y yy274 「 7 の 6 72 の 7 7O 5 [Tvastar 
1 の この 不思議 な 精液 zzz- を … 繁栄 の た め に 放 て , 富 の た め に , 我々 の 膳 (の 
中 ) に , 我々 を 思っ て ]. ' 
3) HUMBAcH Kratylos 32 (1987) 51 は 277 を ま 22p7z 太 - Nichttauschen, Nichtge- 
tauschtwerden” の Lok. と 主張 、MAyYRHoFER EWAia 1 806,IL 695 これ に 従う . 
4) GE は 42//z7g7gsg7 を 22ggsg7 と 同格 , 2 を Vok. に 取り , 「 罪 過 が 認め られ な 
い めい 者 に と っ て | と する . さら に V87.7. 了 の 
5) 7-977-95 ん 4- は -957z7o- が 過去 分 詞 (VAdj.) に 遡る こと を 証する (cf STRUNk 
Nasalpras. 66). 否定 辞 4- 十 VAdi. が 「… さ れ 得 な い ぃ | を NO MM 四 し て Gerundiv 
と 重なる こと に つい て は HoFFMANN Aufs. 191* 参照 | 
6) 4252- 「 和 驚異 の ] と 42z227g- 「 歌 か れ ( 得 ) な い ] の 並 出 例 : IV 2.12 2v 252sz/ 
ん 2v2yO 「 92 の 7Z 7 ル //72722972777/ の 977 ア GS V の 7 の 7 | 9725 77 が が 2977g e727 pgg5 放 | pe 
@95/z72 太 の 79 vg 放散 か れる と と の な い 見 者 た ち は , 見 者 に 命じ た , [ 彼 を ] Ayu の 戸 
口 [ご と に ] に 設置 し な が ら . だ か ら , 君 は , Agni よ , (Ayu の 子孫 た ちの 間 に い る 見 
者 と し て ) ここ に いる 見 る べき 者 た ち (人 間 ) を [その] 足 た ちと と も に , 驚異 の 部 族 
民 た ち を [彼ら の ] 歩み (植民 活動 ) た ちと と も に 見 て ほし い ]. Zs を 「 部 族 に 属す 


の の の の 
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( 232 ) ei 44bAwdg-、 44abd6g-。jav. gdgr。 dgpg- 及び ai gg が る. aav ap gz 後 藤 ) 


る 者 ] と いう 意味 の 7:- の Akk.PL と 解 し た . 

7) Vid 2.24 pg7 の "226 (GE zz の ) 727 が 2 "gz7728 (GE 2 放 7/6) 7 の 27 の ys7 が 277 「 な 万 が 
"74 の VOZ'O777 | Sg 9772697 作 77427//2 計 77777792 信 の 作り 77072 信 9772 衝 2K7777777972 sgdg77Z7 7 79 
pg52$ 07477e7e 9g7 vg の 27g7e | 牧草 地 を 文 え る この 土地 に , [季節 が ] 冬 の 前 に な る 
で あろ う . こと の 【[ 冬 の ] 後に は , 雪 塊 の 融解 に よっ て 水 が 多く 道 か れる こと に な る . 
- そうすると, Yima よ , ここ に は 肉体 を 持つ 存在 に 素晴らし いと と が 現れ 出 で る と と に 
な ろう , ここ 鳴き声 を た て つづ ける 家畜 ( 羊 ) の 足跡 を 人 が 見 る こと に な る と いう ], 
Yt 5,34 y67 2 ヵ /o 太 pg rg657g zoz の 7e "gg6 の gz//27 /2「 6 gpg5.ge | 美しい 身体 を も っ て , 
[肉体 を 持つ ] 生き 物 た ちの た め に 身 を も た げ る (立ち 上 が る ), 最も 素晴らし い 両 女 
性 ], Yt19,10「 素 晴らし ぃ 多く の [ 被 造物 た ち ]」. 

8) 、Y 10,15 42 カ /2/2Z の 777 1020 (GE /Z77/2O5) 女 72777 1 の 77727 訟 7772.xg729g772 夫 7 の 7 た 
jerfe ( ^ 罰 g7 が 7e27) の ge77 が 12 の ozgG7277CG 72o7277C 172 ) の 2 の 72 の 97 の 577e77 1 727 7 の - 
oe の 0 の 177gg の 27277 28779Z7 (2 が 87g9g777) 170 が 7 7277 9 の gzO.pg の 7 ! ng69g 「dgs7e (GE 
ggs77) Azpz の [私 は 放っ て お く (無視 する ), [その ] 女 の 欠 陥 を , 祭 官 と Haoma と を 
欺 い て いる つも り の , [自ら ] 欺 か れ て 滅び 行く , Haoma の その 分 与 を 食し な が ら 座 る , 
絶え を 間 な く 叫 ん で いる (?) な ら ず 者 女 の [欠陥 を ]、 Haoma は その 女 を , 祭 官 の 息子 た 
ち を も つ 者 へ と , また , よい 息子 た ち を も つ 者 へ と 定め な い (し な い )]. 

9) 語根 zzg ヵ 「( 完 全 に は 届か ず ) そこ まで 達する | の Pras.Opt. gggZzy27 | 外れ て ほし 
い ] KS-KpS" が 参照 され る (規則 通り Nullstufe な ら ば *ggzy27 また は まん sy の イ 
ンド イラ ン 家 語 に お ける 語根 *Z'gg* (uridg. * の egW) の 弱 形 は , これ も 古 ア ヴェ スタ 語 
[aav.] Y 28,3 xs の cg gy22o7ggg が 2 が 7 「 そ し て , 外れ る (し くじ る ) こと の な い ゆい 支配 」 
に 証 さ れる : 2-yZ2o7g の 7 が 7 の - (*2-727777 の 7 が 7 の -) くま -g ダ 27-7772 の - そま -pW の pg- が 60= で 
*- の oz- の 20- (KLINGENSCHMITT Altarm. Verbum, 1982,187②. 

10) heth.7epzzzzz 小さ くす る , けなす , 挫 く ], ved. Zzz の 7 「 僚 くく , 員 す 」 aav. Inj. 
の /27go77 (< uriran. * の の gzgg- く * の の zzez-) [君たち は 区 く 」 Y 32.5. 印 欧 祖 語 に お ける 
* が ep の 意味 を NARTEN KI.Schr. 380-395 は “gering sein, gering machen (fientiv-intransitiv 

。 und/oder fazientiv-transitiv)” と し , vermindern > (indoiran.) betrdgen > schadigen の 
展開 を 考え る . ' 

11) ZEHNpER LIV 133' も そう 解釈 . -4- に よる 形成 に つい て , GoTO IL.Pras.164“。 TiCHY 
Nom. as. auf -7gp- (1995) 41 と その 注 , 文献 参照 . 当該 語根 の -x- に よる 拡大 形 は aay. Y 
31.17 ide の gp7 の 224gg が 27 知ら な い 者 は , それ な の に 欺く こと を 止め ょ | (< 
*Z が 2-g72-), n. の の go が - 「 欺 肪 , 虚偽 ] (BARrHoLOMAE Wb 322 s.v. は 復 合 語る 920977497- 

"BetGrung に 解す る が , KUrpER IIJ 15, 1973, 200-204 を 見 よ : .. の 272597 4 の g は aav. の 
pausa 形 に よる ) に 見 られ る . STRUuNK Nasalpras. 66f は sy が 7e7 が 7, 72 の yo な 「 聞 か せ 
る ] :: *e み dg-7 (sg の 77。 77) 「 聞 く 」, n. yrgO77 の 7 「 聞 こえ ] へ の 比例 的 類推 を 指摘 . 

12) その 他 T152,13 sgp47 と ん // ア 』 z2 ん が gy の 5 vgv27 | 事実 , 明確 に (と の 通り ), 君 の よう 
な 者 は 他 に 誰 も いな い ], III 545 6 gg が Z vegg 2 7 が 6 pr vocg7 「 ev の が の c72 pg7 が 方 契 s@ 
NSK 
神々 へ 向かっ て 行き 着く か ] (X 129. 6 に も 類似 例 ), VIII 101,11 27 太 Z7 の 7 gs57 Sg 


SO の で 
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ai. 4 の /72-, 624072-。 jav. ggg-, gp7g-, 及び ai. gg772. aav. ap.9z の 2 ( 後 藤 ) (233 ) 


542 2 の 2 7 の 2 の 57 | 77725 7e Sg7O 7 の 7 7576 ! 99 gevg 72 廊 57 確か に 娠 は 
偉大 だ , 末 陽 よ . 確か に 君 は 偉大 だ , Aditya よ 。 偉大 で ある 君 の 偉大 さ は 称 讃 され る . 
明確 に (この 通り ), 神 よ , 君 は 偉大 だ 」. 一 RV, AV に は この 凡 詞 か ら の 派生 名 詞 gg- 
52 が ある . 「 確 実 明瞭 で も る こと 」 か ら 「[[ 隠 さ た も の ・ こ と と を ] は っ きり と 見 る こ 
と ] > 「 は っ きり と 見 る 者 ] へ と 具体 化 さ れ た も の と 考え られ る : e.g.RV X 85,16 9 ve 7e 
cg ん 7@ sZ/. ア 6 1 prg 太 797 7747 が 2 vi2r7 | 2 の 47 ん 2 cg 太 の 77 ア 2 e77「727 2 の 2 の yg /2 dz 「 君 の 

_ 二 つの 車輪 を , Surya よ , 祭 官学 者 た ち は 正しい 時 [の 巡り ] に 沿っ て 知っ て いる . だ 
が , 隠れ て いる 一 つの 車輪 . それ を 知っ て いる の は は っ きり と も の を 見 る 者 た ち だ ]. 

13) HoFFMANN Aufs. 348 Nachtr. (1976), GoTo Gs.Renou (1996[1997]) 83 と n.39 参照 . 

14) DBI31f 4 : 2 672 : gr の jy277 : 9V の 7 : 7 の 7 の : 7 の の [929 : の の の : 2 の : が gr の yg 
: gygg 太 「Kanbujiya (カン ビュ セス ) が Bardiya (スメル ディ ス ) を 尊 害 し た 時 , B が 殺 

害さ れ た こと は , 軍勢 に は は っ きり し て いな か っ た (事実 上 : 知 ら さ きれ て いな か っ た )], 
DNa 42f. gzvgdZ : x37s2 が gy : 9 の g7 太 少 : 9229g : pgv7y「 そ こと で 君 は 認識 する こと に な ろう . 
そう すれ ば 君 に は っ きり する こと に な ろう | (45 行 も 同様 ), DNb 50 7 の 7 ん の: gd27S277 ・ 
昌 Z/ 度 計 77 ん 7747 大 寺 297277272277/ 衣 財 7//2 度 者 227277 の 7427/// コ 77/ ゴ 74 民 /47//742 誠 cy2k27g77g-779-72 : p97 の 7g- 
zg が 7 「 配 下 の 者 よ , 君 が ど の よう な 種類 の 者 で ある べき か , 君 の よい 男 振り た ち が ど の 
よう な 種類 の も の で [ある べき か ], 君 の 卓越 性 が どの よう な 種類 の も の で [ある べき 
か ], 決 然 と [自ら に ] は っ きり と せよ ]. 

15) Y 50,1 "eg 訪 g pgs2$ | 5 3. の 7 v7sO の 77 957 | 97g7cg 罰 gzg 97 の gzg z7 廊 
yg77$2g7c の 7 が の 7 の 77 の | 誰が 私 の 家畜 の , 誰が 私 の 護り 手 と し て 見 出さ れ て いる か , 真理 
と 君 と , 主 な る 智 吉 よ 一 呼び か け の 中 に は っ きり し て いる 一 , [そし て ] 善き 思考 と , 
以外 に ]. ' 中 

16) SzEMERENYI の 反証 は イラ ン 語 派 に z2 が 無い と いう 点 に 尽き る が , aav. の 接続 詞 27 

「 そ れ か ら , か く て ], gg が 「 そ し て 彼ら ちら によって] (HoFFMANN-FoRssMAN 112, NARTEN 

YH 94f,104) の 背後 に 確認 され る . 「 「 


(平成 17 年 度 日 本 学術 振興 会 科学 研究 費 補助 金 基盤 研究 C に よる 研究 成果 の 一 部 . 論述 
の 詳細 に つい て は T. Goro Fs.Klinsenschmitt [ 編集 中 ] を 参照 され た い . ) 


(キー ワー ド ) Veda, Avesta。 475z72-, 69g2 の 7g-, g972, 9 の 6-, gz9Z, 語源 , 音韻 
(東北 大 学 大 学院 文学 研究 科 教授 , Dr.phil) 
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